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朝鮮産甲殻十脚類の知究
　　第二報ヤドカリ類（その四）

上　　田　　常　　一

（昭和31年11月30日受理）

丁汕nうi（lhi　KAMmA：S七ulieユon七h）De㈱poユCru、；t朋e汕÷of　Corca，

　　　　　　　　　　．P鮒九．工Iヲ］E【ermi七一〇醐b3　（4）

　　　　　　　　Fa㎜i1y　AしBUN副⑪AE　FAB酊omS　クダヒゲガニ科

　　砂中に埋もれてすみ，第1触角内側の上下2列の毛を左右合せて長い出水管をつくる。

　　　　　　　　　　　　　朝鮮産クダヒゲガニ科2種の検索表

　八額角は側棟より著しく短，甲側縁に3辣，眼柄は中央で関節せす側扁先小，第ヱ触角は第

2より長い1第3顎脚長節の内縁無較。………一・・・・・…一……∵・…………キタクダヒゲガニ

AA．額角は側較より僅短，甲側縁4棟，眼柄の基節は長く突出，先はやや太く，第ユ触角は第

2より甚だ短く柄部は長い，第3顎脚長節の剛方内縁に較。　　　　トゲクダヒゲヵ二（仮称）

　　　　　　　　Genus　Loph⑪㎜鑓倣重x　BENEDエCT1904クダヒゲ苅二属

　　且臥　ムo幽o腕鯛加加伽肋か08卯為UR正TAキタクダヒゲカニ（；1ヒ，瓜田友衛）

　乙o助o肋α8畝〃伽ω〃03加s　UR凹A1934，Zoo1．Mag．Jap．。Vol．46，No－546，P．149，

F三gs．　1，2a～j，1942，皿　5弐

　Loca11tユes　selsh血，Kanky6－hokud．6，1♀，vHI／1940，Mr．J．Y0TAN工　Genzan，Kanky6－

nandδ；1♀；vI正／1926；writer．Kotei，K6gen－d6；2♀♀（1o∀ig．）；8／x／1934；wri帆

Measur凱nents：

Se湘h　i皿　　　　　Genza皿　　　　　　　　　　　　工ζotei

S’PθciI皿en8

工・ength　of　cara．Pace　（in　Inn1）

Wiath・f・孔・叩…（i口肌…）

（♀）　　　　（9）

27．5　　　　　20

24，5　　　　　　　　18．5

工可o．1　（♀）　｝1「o．2　（0Yig。）

　21　　　　　20，5

　20　　　　　］9

　本種は瓜閏友衛氏によつて，樺太亜庭湾沿岸および樺太西痴岸から初めて報ぜられた。頭胸

甲は先方が広がつた楕円形，甲背は高まり，大なる♀は甲長275凹血甲巾245m卿にして，

棒太産の抱卵せる♀の長さ32卿m・巾25皿岨に比べると小さい。甲の前縁に伏生する3嫌あり，

小鋸で縁つける。左右の2疎は大きく尖鋭，中央の1棟（額角）は背面がくぼみ，その先は左

右辣を連ねる線にははるかに達しない。両側辣の外縁は鋸歯しだいに微となり，深いくぼみを

隔てて甲の前側縁に連る。甲前側縁に3棟あり，前方疎が最大にして後方棟は甚だ小さい。甲
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の最大巾は申間練を連ねる線に

当る。甲背の前域には横に波状

をなくして列ぶ4つの低い結節

があり，中央の2つは外側のも

のより低くかつ短い。甲背のぼ

ぼ申央に顕著なる籏溝があつて

胃域と心域との境から発して左

右へ走る。また，甲の前側縁の

3嫌から発して甲背面を内方へ

走る溝があり，中と後の溝は顕

著にして内方で合す。なお，甲

背の前方に小さい鱗片状穎粒を

装’へ後胃域と総域に多くの孔

点をかざる。側甲板は背甲に結

合せす，前半は穎粒を，後半は

多くの亀裂を生す。背甲の後側

縁は直線をなし1輝粒の蓮鎖か

らなる。

　眼柄はW字状縁の前にあり，

基都は太く他は側扁して，角膜

は小さい。第1触角を側面から

みると，基部はZ字状にたとま

れた3節から成り，初の2節は

側扁し，後の1節は円柱状で内

外の鞭状2枝を具う。内枝は上

位して甚だ長く，頭胸甲とほぼ

同長，その上下両縁には内方へ

曲る剛い．弼状毛を装い，外枝は

片

二1／

Text一門g．37．Zoク伽舳∫カ伽ろ閉〃o∫肋∫U’RITA，

　　　　9　froI11Sei8hi皿，×1．8。

　　　　　　キタクダヒゲガニ

下位して甚だ短い。第2触角は外縁にまばらに長毛を列す。柄部は5節，第1節は横に巾広く

則方内角に鈍頭の1棟を具う（下面からみる）。第2節の先端に1小鱗を付げる。これはヤド

カリの触角棟（Antenna1acic1e）と相同で，触角外枝の著しく退化萎縮したものと考えられる。

第3節以下は触角内枝に当り，第4節は換状をなして第3節にはまり、第5節は円柱状をす。

第3顎脚の墓部は相隔たり，内枝は6節，周縁に剛毛を装い，基節の内縁に鋸歯を列し，長節

は無歯，外枝は紬長く2節から成る。

　第1脚は鋏脚で，掌節は巾広く扁平，指節は湾曲し前節と対して鋏をなし，不動指に6鋸歯
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I

　．f　迅
鮎、

　｝　　物姦
　　　　　　用由亡　　　　　　　＾　　　　　　　1
　　　　　　　一　　　　　　　●
　　　　　　■
　　　　　　艮　　　　　　1

b

一ぎ

メ4　　！1こ

1嘉〃〆1三
セヱ

　　　　　　タペ繊磯幾嚢

榊ド　　　数

　T・xt－fig．38．Zoク110〃1α∫か加ろγ〃γo∫か兆URmA：・予1航孔nt・nm，・x，

exopod1te，b，　2nd　a皿tenna，a．sl　ar■ten凪a1sc肌1e，c，　3rd　n1汎xlu1pea，

　　　　　d，　工～V，　thoracic　apPenaa．9es　；e，　tai1　fan。

　　　　　　　　キタクダヒゲガニの付属肢

を列す。腕節以下の上縁に多くの剛毛を装う。第2～4脚の各節は著しく形状を異にし，第2

脚の指節は最も巾広く扁平鎌状，刀縁は深浅2つのくぼみによつて波状をなす。第3脚は指節

が巾せまいのみで，他は前脚と形状が同じ。第4脚は小さく，指節の刀縁は湾曲するのみで波

状ではない。第5脚は葦だ小さく棒状，最後胸環節に付属し，指節は痕跡的で前節と共に逆毛

を装う・　　　　畷

　腹部は7節，常に頭胸部の下面にゆるく曲げる。第1節は頭胸甲の直後にあつて無棟，第2

～5節は左右に翼状棟を具う。第6節に無翼。第7節はうちわ状，周縁に羽毛を列し，前角に

付属する内外2枝も扁平楕円形で周縁に羽毛を列し，顕著なる尾鰭（尾扇）を形成するが，海
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泳に使わないようだ・♀は第3脚の底節に生殖孔を具え，腹部は翼碑ある節のみに紬長い脚を

有し，それらは2節から成り毛を付して抱卵に便する。

　筆者は生時の色をまだ見てないが，瓜田氏の報文では，砂浜に埋没してすみ，背両は紫色で

腹面は白いという。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　靭鮮における分布：対馬暖流の洗う牛島
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　Te工t・fig．39．Di餉ribution　I皿ap　of　2

species　of　Albnneid．ae此und－in　Oorea：

OL0ヵ㎞〃蜘杭κろκ扮0∫加∫キタクダヒゲガニ

⑧？工θ〆60卯Sp．　　　　トゲクダヒゲガ弄

　　　　クダヒゲガニの分布

東海岸の北部まで砂浜に埋れてすみ，今の

ところ，南は慶肯南遣の近日湾に始る。かつ

て慶肯北遣水産試験場を訪ね，本種と思わ

れる標本が1個あつたので，後日（uI／1944）

再検しようとしたおりには。標本はどこか

え持ち去られてなかつた。

　　　　2肌P加ρ滅0脾S脾

　　　トゲク鎮ヒゲ甫二（較，仮称）

　Loc包11ty　Se1kosh1口，Kanky6－nand二6，1

♀；v1u／1937；Mr．T．KUMAN0．

　MeasuIe㎜ent　1e㎎th　of　carap風ce20

m血，w1d－th　of　same201m㎜

　本種はキタクダヒゲガニと弐の点で異

る。1）頭胸甲前縁の中央較（額角）は先が

3叉し，かつ，左右両較を蓮ねる線に僅か

に達しない。2）頭胸甲前旬縁に4較ある。

3）眼柄は側扁せす，先端僅にふくらみ，基

節は長く突出する。4）第工触角は第2触

角より短い。5）第3顎脚長節の則方内縁

に3～4小棟を具う。6）第1脚（鋏脚）

は，腕節上縁に2疎，掌節外面に3棟，指節

（可動指）上縁に3小橡がある。7）第2～

3脚の腕節外端の蕨は鈍く，指節は1湾曲

する。

　本種はまた　乙0助0〃㈱赦”　肋棚θ伽θ

BENED工OT　に次の点で以る。1）眼柄の

先端はふくらむ・2）第1触角は第2触角より短い・しかし・次の点万明に異る・1）眼柄基節

は長く突出する。2）第3顎脚の前節内縁に小棟を1具う。3）頭胸甲前縁の中央辣は左右両棟

を連ねる線に達しない。4）頭胸甲前側縁に4棟を具う。

朝鮮における分布：対馬暖流の洗う半島の東海岸。因に，昭和3年（1928）発行のr石川果
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天然記念物調査書第四輯」には，このトゲクダヒゲカニをλ肋肋αsp＊　として，その図版

（第四十九右下）と記事（53～54頁）を載す。要約すると，前側縁，眼窩後棟と合せて5辣をな

す。額角三角形に突出するも，眼窩後縁の嫌よりも短い。第1触角は甲長の1！2，第2解角は

約甲長と等長にして1列の長毛がある。大正12年（1923）8月河北郡白尾で2個，同13年8月

同郡外日角で2個探集とある。これでみると，本種は1日本海沿岸地方に広く分布するようであ

る。

三彫鮮

　1、、

　4’4’

レ．，3

　　　　グ
　　　　遂．

　　　　〆
脇

珊
↑棚．

灘，、

繊ニヂ

〃

へ州・．　　　　　柵・

・・繁ハ

　　　　　　　　　〃　、　　　　、．・・！一

鑑戴燃

＼．　　　　　　　　　　ク

ミ　　芯ク
　　　　　鷲　　　・”　6

　　　　　　、ト　’燃嚢拶：

　　　　　　’“黙ギ

介

　　　　篶　　　　　　、婁
　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　淳皇』’2’二

・　桑製．へ　須　’　”

　　　　　　　　　　　萎
　　　　　　　　　　　’勢

T・x㌔fig．40一五θ〃・クα即．，9fmLS・ik・shin，・0．

　　　　　　　トゲクダヒゲガニ

＊■肋1棚α∫仰呼肋（L・）クダヒゲガニは・日本海側では富山湾伏木海岸まで北上する（菊池氏による）。
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縫．

仏δ、．

　　　　．盟

　〃徽編ソ姜
，1“　　　　脇

6疋

漣ミ．

　　＼
　　、　　　1

　　1　　■　　’　一

　　　　　　　Text一貨g．41．？五θμoραsP．：

a，1帥ante工1，na，ex，exopodite；b，2nd　a皿tenna，a．魯g　a皿te皿皿a18c飢1e；

c，3ram・xi11ip・d；d，1，1st1・g，H，2皿d1・g，V，5thleg；e一・i1血n。

　　　　　　　トゲクダヒゲガニの付属肢

Subt・1be　Iu，0ALAT刷巳皿睨Aエ陰カニ毛ドキ亜族

本亜族は沿岸あるいは深海底にすむ小形動物で，次の特徴がある。1）頭胸甲は比較的よく

発達して背腹に扁平。2）額角は発達して明瞭。3）頭胸甲と側甲（P1・u・it・）とは連続せす膜

状物で界する。4）腹部は左右相称，頭胸甲の腹面に曲る。　5）尾節と尾且麦とは完全な尾鰭

（Ta11fan）を形成し，往々尾節に縫合線を有す。6）第2触角は4～5節から威る柄を具え，

これに小鱗（第2触角棟と相同）を付し1あるいは欠ぐg7）脚は第1脚のみ鋏をなす。8）第

5脚は退化萎縮。g）鮒は多くは葉状鰯。

　目本産の本亜族には，エーグレア科A・gユ・idae，キロステイルス科Chi・osty1idae，エビモド

キ科G泓1・th・1da・，カニダマシ科po…U・n1d鵬の4科あるが，朝鮮近海から今までに探集さ
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れたのは，後の2つである。

　　　　　　　　　　　　朝鮮産エビカニモドキ亜族2科の検索表

　A。エビ型。腹部は発達し胸部の下面に曲る。尾節に縫合線なく，屋鰭は大きく末広り，第

2触角は4節の柄部を有し，触角鱗は退化しあるいはなし。第3顎脚と第1～3胸脚に副枝

（Epip0砒・）を有す。　…・・……．・…・…・……．・……・…・・………・・……・G説1就heidaeエビモドキ科

Aん　カニ型・腹部は退化し胸部の下面に曲る。尾節に縫合線あり，尾鰭の先は狭い。第2触

角は4節の柄部を有し，触角鱗なし。第3顎脚と胸脚に副技を欠ぐ。…・…一・……………・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Porce11包nidaeカニダマシ科

亙・Fam．且1y⑰ALATH剛DAE　DANAユニ陰唱ド寺科

　　　　　　　　　　　　　朝鮮産エビモドキ科2属の検索表

　A・額角は上下に扁平巾広い棟状で，常に側歯を具え，眼上辣は発達不良・・一・・…一＿＿．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Galatheaエビモドキ属

Aん額角は左右に側扁巾狭い辣状で側歯を欠ぎ，眼状辣はよく発達。…一・．．．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．Muni由エビカニ属

　　　　　　　　　　Genus⑰皿雄h鯛FABRromS1793工ぼ毛ド串属

　　　　　2L硯αぬ脇粥鮒加械ακ魯ST「二MPSON卜吻ヨ箏エピモド串（東洋）

Gα脇θα・〃θ・肋腕ST㎜PS0N1858，P・・qA・・吐N弧S・工Phi1弘，皿252（・。・

read・）l1907・P・231；二M正ERS1879，R51；ORTMANN1892，映　252，丁攻　11，Fig斗　10．

α，10．多、

　本種は早く米国のST正1M－PSON氏によつて，南支香港近くのLy－1一如oon　Passage25ピロの

貝砂底からドレッジされ・甲長α26インチ（a6m㎜）甲巾α19インチ（4．8mm）の標品によつ

て初めて記載された・後・英国の測量船は朝鮮海咬12～50ピロのところから採集したこと，

M肥蝸氏の報文にある・次いでDOD班LE眼　氏によつて日本近海から広く採集されたこ

と・ORTMlANN氏の報文にある。筆者は在鮮中いまだこの標本を手にし得なかつた。

　　　　　　　　　　　Genus凧醐量ぬL臥CH1820エビ劾二属

　　　　　22・斑醐脇滅α鉤α伽αHENDE蝸ON　トゲエビ淘二（棟，柳田　勇）

　・”多脇”α　86α加α　HENDERS0N　1888，Cha工しRept．，Zoo1．，XX汎I，P．134，Pl．XV，

Fi＆　4（not　read・）；YOKOYA1933，皿　63；YANA（打TA1943，臥　30，Figs．9～10乱～q

　本睡は英国η学術探検船Cha11e㎎e1号が，L倣1e　K11s1andの沖140ピロの深所から採集

し・蒼鷹丸は済州島の東113皿の深所からユ♂を探集した。柳田勇氏が愛知果三谷沖360mの

深所から報じた1抱卵せる♀の大きさは甲長1伽m一甲巾13岨m・鋏脚45mmである。筆者は在

鮮中ついにこの標本を手にすることができなかつた。

　　　　　23．遜鰍滅α加ρ㈱加αST㎜PSgNヤマトエビ湘二（大和，柳田　勇）

　ハ伽倣伽1ψo吻6αS蛆MPSON1858，Pro㌦　Acad　N弧Sc1　lPhユ1a．，X，P　252（not
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窩と第2節との間に隔壁はない。従つて眼柄と第2節は相接近する。第3節は最長，第4節は

最小，鞭状部は甚長横出する。第3顎脚腕節は甲剛方に露出し，前節⑧指節の内縁に長毛を列

す。鰹域外壁の側甲は前後大小2片に分れ，膜質で結合する。

　鋏脚は左右異大，掌節は甚大菱形扁平にして・外内両面多くの大小穎粒を装い，外面に2条

の隆超があり，不動指の内側基部に毛房を有す。腕節は巾広く大小穎粒を装い，内縁に一4辣，

長節は短く三角形，剛方内端に1大棟を具う。歩脚前3対はよく発達生毛，後の1対は萎縮し

て甲尻にたとむ。腹部第6節の付属肢内枝は2節から蔵り，第7腹節と関接して5節の尾鰭を

形威する。

　腹部周縁の毛相は，9では舎よりもいつ

そう密生。

　朝鮮における分布：朝鮮海峡から日本海

沿岸。

　Genus　Pe倣oHs飾es　ST工MPSON1858

　　　　　　施二填マシ属

　25．ρθ君γ0肋魯捗施881αρ0脇此秘墨　（DE

HAAN）鉤ニタマシ（中沢毅一），イソカ

ニダマシ（磯，三宅貞群），アカハラカニ

　　　　　　ダマシ（赤腹）

　Poκθ肋刎ブψo伽α肥HAAN1849，

Fau叫Japon．，Crus㍍，P．199，Tah　L，

f虹5．

　月θ柳o〃s肋θsプαク01ガ6z6s，　STrMPSON

1858，Proc．Ac乱d　N弧Scし，Vol　X，

P．214（not　read）；　0RTMANN　1892，

P．　216，KrKUc1日工　1932，P．7，M正YAKE

1937，P．210；1943，P．72，Fig．　11．

　Loca1ities　：

　s釦sh丑一tδ　　sa1sh五，4♂♂，22／x江／

1933；Saish｛Futs｛G包kkO；2♀♀，1♂；

20／u1／1935；Mlr．K．工sA工；2♂♂；l1／v

HI／1935，wr1ter．samen，2sp軌　（Ju汎），

u1／1934；Mr．B．K．K瓜．Gaigetsu；

1♀，1♂；7／yn工／1934；2♀♀（1・▽ig．），

2♂舎，11／v正正I／1938，lMlI．K．民　K似
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Text∫ig・44．Di前ribuωln　n1～lp　of3即eci蝸

　of　Porceuanid挑e此πnd三n　Oore、し：

　OP伽伽6〃ε8∫吻θ〃∫｛云カニそドキ

　⑱一Pθか0κ∫肋θ∫加卿1・1・∫カニダマシ

　△P0κθ〃伽α．∫θ〃αゴ折α2∫カニマガイ

　　　　　カニダマシの分布
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一㍉掩　．彰玲鮒．

熟　　曳一

苧、「㌦’　。　・
、・’．．鰐し・・

＼　タ
㌔　夕　　　M　　、

＼

　　　　　T・xt－fig．45．P伽oκ∫伽∫畑o・ξα1∫（D固Hム畑）；

a。，dor肌1yiew　of♂　from　SLish五一后，x3・5；b，a．bd．omenσ£s肌肌e，×5．5。

　　　　　　　　　カ　　ニ　　ダ　　マ　　シ

　Re1su1，zema－nandδ，1♀・（ov　g）フw蛆／1933，Mr．0T．sAL

　本種は甲長1C㎜mに達しない赤紫色小形のカニダマシで，早くSr鵬0LD氏の日本動物誌

に記載され，後STrM蝸ON，B人L鵠氏によつて目本およびその近海から報ぜられた。頭胸甲

は三角形，全体滑で，額角は巾広く鈍頭突出し，表面は中呆と左右に浅い縦溝がある。眼，禺直

後に1歯，ここから甲尻まで甲側縁無歯，外方べ僅に張り出して縁とられる。眠柄太く角膜大。
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第2触角柄部第1節は短く・甲縁と無関接，ために眼と第2節間に隔壁なく，第2節は眼の直

後から突出第3節は大・鞭状都は甚長。第3顎脚長節は額の前に露出する。鋏脚は著大，右方

が塵に大きい。掌節は長く扁平菱形滑で，鋏の両指は無歯，不動指は可動指より長く先端は曲

る・腕節は長く扁平で穎粒を装い，前縁に2棟後縁に3、棟あり，前縁の申央棟は鈍かつ痕跡的

でなくなることもある，後縁は外端林が最大となる。長節は短く三角形。歩脚の中央2対は長

節が巾広く，則方2対は長節後外角に2小棟を具う。腕節以下はまばらに生毛。腹部は頭胸部

の下面に曲り，7節から成り周縁に生毛し尾鰭を有サ。第2～6節は巾広い長方形，第6節の

外角に内外両枝から威る1対の腹肢を付ける。外枝は2節内枝は3節，後者は尾節と二弐的に

関接しために尾鰭は7節を数える。昆節は倒三角形，後端微に2分し側縁は波状。星鰭下端の

2節は膜を隔てて隣節と関節する。♀♂腹節の巾に広狭の別はないが，♀では周縁に毛を密生

し，尾鰭末端の対向2節が長い。夏季抱卵，卵は少いが形は大きい。

　朝鮮における分布：朝鮮海狭一帯。

　　　　　　　　　GenusPo肥eH醐aLAM批OK1801淘ニマ斑イ属

　26・戸oグc召”α欄鎚附α雄加o凋8ST五二M＝PSON　フトウデ労ニダマシ（太腕，三宅貞群）

　月oκθ11伽α8θ〃励2伽o〃s　STrMPSON1858，Proq　Ac我d　Nat　Scエ　Ph1la，X，P　242

（not　read・）11907，皿189，lP1・XXH正，F工g　2．GOR■DON1931，P．526，M工YAK皿　1943，

p．　121，Figs．　44，　45，

　Poκθ11〃〃sが粥ゲダo〃s　Mlr坦RS1879，Proq　ZooL　Soq　London，P．46．

　Loca11t1escor鋤nstra1ts工de　Re1su1，zen1a－nand6，1♀，1♂，v五n／1933，M10丁二sA工

　Ye11ow　se勃s1de　　zmsen，1♀，2♂♂，w／1936，3♂♂，1／xx／1939，wI1te工

　Measurenlents

　♂fmm　Zmsen，1ength　of　carapace10蛆m　w1dth　of　sa㎜e10㎜m．

　Hab1t　One　♂　fro㎜Re1su1besrs3α1〃吻8sp．　of　C1r11pedla　on　the　gas伽c　reg1on　of

the　carapace．

　本種は1米国の北太平洋探検船が支那海に航した際，香港で探集した朽料からST正MPSON

氏が初めて記載した・後に1英国の測量船が朝鮮海峡から2こを探集した。頭胸甲は楕円形，

肝域の後方でやや深く緯れて前後の2都に分れ，前部は狭く後部は横に張り，甲長と甲巾は共

に1C㎜mである・額角は鈍頭低く突出し，眼窩上歯と明に界する。種小名のs蜥肋伽〃sが

意味するように・額角周縁から瞑上歯前縁にわたつて多くの徴歯を列す。眼窩の後（肝域）に

3大歯あり1後のが最大1甲前側縁はこの大歯の基部でやや強く経れる。甲後側縁に2歯，後

のが最大で前のは希に2小歯に分れる・個体変異が別種扱いされた例として，MrERs氏は，

朝鮮海峡の2個は1STmPSON氏記載のものと異り，肝域には2歯あり額角の微歯数がより多

いというて（これらを個体変異と予言しながらも），R3幼Z柳0郷なる別種にした。甲背面

は甲低く滑かにして1額角の後方胃域に左右2この結節がある。眼柄太く短く角膜は大きい。
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　　　T・xばig．46．Poκθ〃伽α∫鮒α物o郷駒∫MPs0N：

a，do鵬a1Yiew　of　♂　fro〕n　Zi：n8e皿X3・5；b，outer∀iew　of　ch－eIiped一；

　　　c，i皿I〕er　Yiew　ofsame；d，a－bd0J11en　of♂，x7．

　　　　　ブトウデカニダ吋シ

第2触角柄は4節，その第1節は鋸歯を具えて長く突出，ユ部で甲縁と関接して眼窩の後墜を

なし，第2節は眼のやや後方から突出，前縁に2小歯を具え，鞭状部は甚長。第3顎脚は大，
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その長節は甲の前端に露出，前節・指節の内縁に長毛を列す。鋏脚は長く右方が大，長節は甚

短ほぼ三角形，腕節は扁平長方形で前後両縁は翼状，外端に大小不斉の鋸歯を具う，掌節は腕

節より長大，鋏の両指はねじれ内縁に毛房を有す。小鋏脚は掌節外縁に毛を密生。歩脚前3対

は大，後1対は退化萎縮。長節は巾広く腕節以下にまばらに生毛。一

　腹部は扁平で頭胸部の下面に曲り7節あり，外縁に生毛，第2～6節は何れも巾広い長方形

第7節は小三角形で後端は尖る。第6節外角に1対の巾広い腹肢を具え，内枝は3節で申節が

最大，第7節と二次的に直線上に関接して尾鰭をなす。すなわち尾鰭は7節から成り左右相

称。腹節は♀♂ほとんど広狭の別はないが，尾鰭は♀の方が広い。海岸潮だまりの礫介をはぐ

ると速に後退する。

　朝鮮における分布：朝鮮海峡から黄海沿岸にわたり，精査の上は日本海も加わるか。

　　　　　　　Sub切1be正▽，THALASS］N⑰EA　サラッシナ亜族

　朝鮮産本亜族は，ザリガニモドキ科Lao肌ediidaeとスナモグリ科Cal1ianas・idaeの2科を

有し・次の特徴を具う。1）腹部が長く発達して左右相称。2）頭胸部は明であるが，甲は石

次化弱＜柔かい。3）胸肢第1対は強大なる鋏をなす。4）第2脚以下の環節の曲り方は不そ

ろいである・5）腹肢は扁平板状。6）各脚の形態構造は総じて砂泥の穿孔に適する。

　　　　　　　　　　朝鮮産サラッシナ亜族2科の検索表

　A・頭胸甲の角状突超発達。第1胸脚は左右同形強固，完全な鋏を有す。尾脚は内外枝共に

横線で2分する。一………二一・・…’一’．・・’’・’．’・’’．…’’・・．・’’．．・・Laom，ediidaeザリガニモドキ科

Aん頭胸甲の角状突起発達，あるいは微小。第1胸脚は左右同形あるいは異形，強固完全な鋏

にはならない・尾脚は2分しない・　　　　　　　　　　　Ca111anas11由eスナモグリ科

　　　　　　　　　皿．Fa：miy　LAO肌EDHDAE労リ甫ニモドキ科

　　　　　　　　Genns　L囲o㎜ed油D．E　HAAN1850ザリ労ニモドキ属

27。ムαo脇戯α鯛彦αC加血DEHAAN甘リ浦ニモドキ

　乙αo〃％砺αos〃6伽αDE　HAAN1849，Faun．Japon．，Crus㍍，P　165，Tab　XXX▽，

fig．8；ORTMANN1892，P．51．

　lLoca1ity：　Shu汕（near　Zinsen）；1♀（ovig．），3♂♂一（co11ector　and　d．航e　uoknown）．

　Hab1t　Tb1s　am㎜訊11s　one　of　tbe　verm．1ns　of　tbe　saIt　f1eId　at　Sムuan　neal　Zmsen，1t

buuows　m　the　ground　of　the　sa1t　pa叫　To　exteユ㎜mate　these　nox1ous　ammaIs，the　sa1t

㎜akers　pour　the　parmgs　of　tob泓co　mto　the1r　burrows．

　本踵は日本近海特産で，初めてSrEBOLD氏の日本動物誌に記載され，後D6DERL皿IN

氏はこれを東京湾から探集し・ORTlMANN氏によつて・ドイツのエナ市動物学年報に載せら

れた・全身短毛を装い・頭胸甲前端の額角は鈍頭で突出。頭胸甲は横溝の他に，眼窩から発し
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て甲測面を直線に後走する，いわ

ゆるヵリァナヅサ線が明である。

胸肢第1対ぽ長毛を装い，全くあ

るいはほとんど左右同形同大，両

指は不そろいながら強固完全な鋏

を成す。可動指は長く先は扁平鈍

頭・不動指はそれより僅に短くそ

の先は鏡い。長節は短く背方に広

がり，腕節三角形で掌節と関節。

第2脚は周縁に長毛を列し，長節

が甚長，腕節は前節の1／2，前節

は甚だ巾広く，指節は鎌形。第3

～5脚は，腕節が同長，指節は鎌

形。最後脚の則節は巾狭く棒状を

なす。腹部の甲板は発達，腹肢に

内枝なく，尾脚は内外2枝共に横

線で2分する。第43図は，元総督

府専売局朱安出張所所蔵の標本を

描いたものであるが，何分標本の

古いせいか，保存液のせいか，腐つ

ていて紬部まで観察することはむ

つかしかつた。

　朝鮮における分布：本種は西海

岸の干満両潮線間にすむようだが，

同一条件下にある朝鮮海峡の沿岸

にも分布するであろう。

　人生との関係：西海岸では塩田

の蒸発池に穿孔して池底をこわす

ので，その孔に煙革の刻層やその

エキスを入れ，あるいは石次窒素

を注いで殺す。

““1ミ、 移　〃／・

　　1彪　．

Tex元一fig　o　47．　1二αoηκ∂タα　α並α6あ2α　DE　工王AムN，

　　　　♂　介on1Sh11a凪，　×2．

　　　　ザリ　ガニそ　ドキ

　　　　　　u・Famuy　CALuANASS頂DAE　BATEスナ毛グリ科

　　　　　　　　　　　朝鮮産スナモグリ科2属の検索表

A・第1鋏脚は左右不同，大な方の腕・掌節は巾広く扁平，第2脚も鋏を成す。額角は退化し



107

てほとんどなし，眼柄は上下に扁平，背面に微小の眼点を付す。・・…一・・…一

A八第1脚のみ鋏を成し，左右同大同形，

は発達

　　　　　　　　　・・Cα”脇αssαスナモグリ属

その腕・掌節は巾狭く扁平ではな1い。額角と眼柄

　　・　　　　　　　吻0g励αアナジヤコ属

　　　　　　　　　GenusC劃H童醐as鋤L趾OH1814スナ毛グリ属

　　　28．0α〃乏α胸α＄8α8吻ゐ彦留ダ炉α脆留αゴαρo脆加αORTMANN　入ナ毛グリ

0α〃伽㈱SαSZ必炊κ脇θα・肌プ砂0〃肋

ORTMANN1892，ZooI．Jahr㌧，Sys㌔，

V互，皿　56，Taf．1，Fi＆lOa；DOFLErN

1902，P．664；BALSSユ914，P．91；YOKO

－YA1930，P　543，K〔KUOHr1932，P．7

　本種はORTMANN氏によつて東京湾か

ら初めて記載。額角は退化してぼとんどな

く，眼柄は上下に扁平，背面に微小の眼点

を付す。各胸脚の形状は特異で次の特徴を

有す。1）第1脚は右が著大滑にして，腕

節以下の周縁に微小の鋸歯を列す。その腕

1掌節は甚巾広くぼぼ同巾で，かつそれら

両翼は下面に湾曲浅溝を生す。掌節は腕節

より短く，鋏の両指の先は鑑く曲りかつ多

少下方に傾きながらくいちがい，白米形の

大間隙を余す。不動指の基部に1大突起を

具う。長節は巾狭く，腕節内隅で関節，外

方にへら形の1突起を出し，これと内縁に

は小鋸歯を付す。長節にはなお突起前方が

浅くくぼんで，腕節外側の基部と自由に接

合する。座節は紬長く外縁に鋸歯がある。

2）第2脚は小，扁平鋏脚，長節以下周縁

に美しい長毛を列生。3）第3脚は前節が

楕円板状に拡がり，指節と共に周縁に美長

毛を列生。4）第4脚はほぼこれに似る。

5）第5脚は関節の特異構造によつて異状

におり曲げられるO

　腹部第3～5節に1対牌，何れも内外2
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　　　　Text－fig．48．Distribπ己ion

　n・apofthespeciesoヂL，ome砒id汕ana
　　　Oauia皿asiid．a．e　fo1llnd．i1n　Oorea。

⑱ム伽π励αα吻o云〃αザリガニモドキ

00α肱伽伽∫α∫〃ろ拒〃”2伽加カo〃をωスナモグリ

△G励α〃吻0γアナジヤコ

　　　ザリガニ科とスナモグリ科の分布
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葉が互に重り，さらに左右が重なり合つて立派な扇形を成す。尾節は後方が巾狭く，尾脚は大

小2葉から成り，周縁に長毛を列生，尾節と共に著しい尾扇をつくる。

　朝鮮における分布：黄海沿岸の干満潮線間の，清潔なる砂中に埋殴してすむ。南鮮の沿岸に

もすむであろう。今次戦争中初夏の候配給に出た西海岸の小エビの中にまじつておつたことが

ある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（次号へつづく）
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